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第３学年算数科学習指導案

平成１５年１２月２日(火)
伊集院町立伊集院北小学校
ろ 組 ２ ４ 人
指導者 森 田 勝 二

遠 矢 隆一郎

１ 題材名 「あまりのあるわり算」

２ 題材の位置とねらい
子どもたちはこれまでに日常生活の中で物を等しく分けることを経験している。また，乗法

の具体的な問題場面を図や式などに表す活動を通してａ×□＝ｃ，□×ｂ＝ｃという２つの場
面があることを理解してきている。前題材の「わり算」では，除法が用いられる場面を知り，
式で表したり読んだりすることや，余りのない場合について乗法九九を用いて商を求める方法
を学習してきている。

そこで，本題材では，余りのある除法について，余りの意味や除数の関係を考え，除数と商
がともに１位数である除法の計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ばす
ことをねらいとしている。この学習で，余りの意味を考えたり，除数を一定にして被除数を変
化させて余りの変化を調べたりする活動を通して，除数と余りの大きさの関係を考えることが
できるようにする。また，具体的な場面と対応しながら，余りの処理の必要性や処理の仕方に
ついての理解を深めるようにする。さらに，基礎的な計算技能を確実に定着させる。

ここでの学習は，第４学年の「わり算 「１けたでわるわり算」に発展していく。」，

３ 本題材での基礎的・基本的な内容
( ) 本題材を学習するまでに身に付けておく基礎的・基本的な内容1

① 乗法
乗法九九の習熟

② 除法
ア 除法における２つ(等分除・包含除)の意味を理解すること
イ 除法の関係を式に表したり，その式をよんだりすること
ウ 除法と乗法の関係を理解すること
エ 余りが生じない場合の乗法九九１回適用の除法の計算ができること
オ ａ÷ａ，ａ÷１，０÷ａについての除法を理解すること

( ) 本題材の学習を通して身に付ける基礎的・基本的な内容2
① 余りのある除法が用いられる場面について理解すること
② 余りの意味について理解すること
③ 除数と商が１位数である除法の計算ができること

４ 子どもの実態
本学級の子どもの実態は以下のとおりである。
・ 調査年月日 平成１５年９月２５日
・ 調査方法 質問紙及び観点別テスト
・ 調査時間 ３０分
・ 調査対象 ２４人

( ) 調査結果1
① 【算数への関心・意欲・態度】

ア 算数の学習の好き嫌いについて
○好き２２人 ○嫌い０人 ○どちらでもない２人

イ 既習題材「わり算」の好き嫌いについて
○好き２４人 ○嫌い０人
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ウ ＴＴ指導について(自由記述)
「詳しく教えてくれる 「分かりやすい 「採点が速い」といった理由で，全員がＴＴ」 」
による学習指導を好み，積極的に学習に取り組んでいる。

エ コース別少人数学習に分かれた感想(自由記述)
「分からないことができるようになった 「プリントがたくさんあって楽しい」とい」
理由を中心にほとんどの子どもがコース別学習のよさを認めている。しかし，力山コ
ス(補充的な学習)を選択した１人が「違うことをやっているから嫌」と回答した。

② 【数学的な考え方】
ア「１２÷□の問題作りをしましょう 」。
◎ 等分除(１つ分・１人分の数を求める)の問題作り

○正答１９人 ○誤答５人
◎ 包含除(いくつ分・何人分かを求める)の問題作り

○正答１２人 ○誤答１２人
③ 【数量や図形についての表現・処理】

ア 除法の計算１０問
○全問正答１９人 ○９問正答４人 ○８問正答１人

［誤答例］ ９÷３＝２７ ６３÷９＝４ ４÷１＝１ ２５÷５＝４ １６÷２＝６
④ 【数量や図形についての知識・理解】

ア「次のわり算の答えを求めるには，何の段の九九を使えばよいですか 」。
○２０÷５ 正答２２人 ○４２÷７ 正答２２人 ○７２÷８ 正答２２人

［誤答例］ わる数(除数)を答えるべきところを答え(商)を書いていた。
( ) 実態の考察2

【算数への関心・意欲・態度】
子どもたちは算数の学習を楽しみにしており，特に「わり算」の学習の際には具体物を

操作したり，既習のかけ算九九を思い出したりしながら積極的に学習に取り組んできた。
ＴＴによる学習においても，自分たちへの支援の多さと速さといった面から，２人の教

師をうまく活用しながら学習してきている 「補充的な学習」と「発展的な学習」に分か。
れるコース別少人数学習については，子どもたちが自己診断テストをもとに自分自身で判
断しそれぞれのコースを選択している。そのために，それぞれのよさを生かしながら，意
欲的に学習しており今後もそのよさを生かしながら取り組ませていきたい。

また 「違うことをやっていて嫌」と答えた子どもには，コース別学習の意義を再度知，
， 。らせていくとともに それぞれのコースでどんな学習をやっていくのか確認していきたい

【数学的な考え方】
「わり算」の学習の中で 「等分除」と「包含除」の意味をしっかり身に付けさせるこ，

ともねらいの一つであり，そのために絵本作り等を通して「等分除」と「包含除」の問題
作りを重ねてきた。しかし，その定着には個人差があり，特に「包含除」の意味がうまく
理解されていない。今後もそれぞれの問題作りを行う中で補充し，個に応じた支援を行っ
ていきたい。

【数量や図形についての表現・処理】
子どもたち全員が「わり算の習熟のためにはかけ算九九の習熟が必要だ」ということを

理解し，家庭の協力も図りながらかけ算九九の復習に努めてきた。そのため，わり算の計
算の定着もよいが，中にはかけ算にしてしまったり，わられる数の十位数と一位数を入れ
替えて計算してしまったりなどの不注意な間違いもあるので気を付けさせていきたい。

【数量や図形についての知識・理解】
多くの子どもの理解が図られているが，それぞれの答えの数を記入していた子どももい

たので，問題の意味を読み取り，よく考えて答える態度を身に付けさせていきたい。

以上の結果から，子どもたちの「わり算」についての基礎的・基本的な学習内容の定着には
大きな個人差がある。計算技能の向上や既習事項の復習にも力を入れながら本題材の学習に取
り組ませる必要がある。また，これまでの算数科学習で計算には意欲的に取り組もうとする様
子がうかがえる。しかし，自分たちで問題を工夫して解決したり，進んでまとめたりする力が
すべての子どもに十分ついているとはいえない。そこで，ＴＴや少人数による指導を行い，課
題提示を工夫したり，具体物の操作活動を取り入れたりしていくことで，きめ細かな支援を行
っていきたい。
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５ 指導上の留意点
( ) 個に応じた支援を行うために，支援計画表を用いて，子どもの実態や学習の実現状況を的1

確に見取り，評価していきたい。
( ) 本題材導入までに，週時程の「計算タイム」や家庭学習で穴あき九九や余りのないわり算2

に取り組ませ，前題材の「わり算」の習熟を図りたい。また，本題材の学習中や学習後も，
繰り返しプリントなどで計算力の向上を図っていきたい。

( ) 「つかむ・見通す」段階では，子どもの実態を的確に把握して支援に生かすため，既習の3
「わり算」のプレテストと復習を行う。プレテストの結果に到達が十分なされていない子ど
もにはＴ２が補充と復習の個別指導にあたる。また，オリエンテーションを実施し 「キャ，
ラメル 個を４人で分けると一人何個ずつで何個あまるか」を学習課題として用いる。具23
体的な操作活動を行わせながら学習計画を立てることで，解決方法の見通しを持たせ，子ど
もの興味・関心や解決意欲を題材を通して持続させたい。

( ) 「調べる・深める」段階の余りのあるわり算では，余りのない場合の除法と余りのある場4
合の除法を取り扱う。その中で余りの意味を考えさせたり，除数を一定にして被除数を変化
させて余りの変化を調べたりしながら，除数と余りの大きさの関係を理解させたい。余りの
ある除法では，包含除から導入して，余りの意味を十分につかませた上で，等分除の場合を
扱いたい。その上で，具体物などを実際に分ける場合でも，等分除も包含除と同じしかたで
分けることができることに着目させ，どちらも同じ式で表すことができることを理解させた
い。余りがでる除法の題材例は，何個余るかなどの問題を取り扱うように配慮したい。ジュ
ースやバナナのように「余ったものをさらに○つに分ければよい」という分割の容易なもの
については，問題文にある求答事項の何袋や何個に留意させたい。また，余りの処理につい
て取り扱い，余りがでた場合の処理のしかたについて考えさせることをねらいとしている。
日常生活においては，きちんとわり切れない場合が多くあり，場面に応じた適切な余りの処
理が必要になってくる。具体的な場面と対応させながら，余りの処理の必要性や処理のしか
たについて理解させたい。

( ) 「まとめる」段階では，一人一人の定着状況を的確にとらえ，個に応じた指導を徹底する5
ようにしたい。また，次時のコース別学習については，それぞれのコースで学習する内容を
事前に知らせる。その上で，題材全体を振り返る自己診断テストを実施し，コースを自分で
決定させたい。

( ) 個に応じた学習指導を展開するため，まとめる段階までは個別指導やグループ方式などを6
ＴＴ(主副分担)方式で行い，学習内容の確実な定着を図っていきたい。また 「高める」段，
階では習熟度別による少人数指導を行い，時間的にも精神的にもゆとりをもたせて学習に取
り組ませたり，既習の内容を確実に身に付けている子どもは発展的な学習に取り組ませたり
したい。

( ) 毎時の学習の終わりに算数日記を書かせ，自己・相互評価を行わせることで，分かるよう7
になった自分やできるようになった自分，友達のよさに気付かせたい。算数日記も支援への
手だてとしていきたい。

６ 目標
( ) 余りのある場合もわり算ができることに気付き，わり算を進んで用いようとする。1

【算数への関心・意欲・態度】
( ) 余りのあるわり算の意味や処理のしかたを具体的な場面と結びつけながら説明することが2

できる。 【数学的な考え方】
( ) 余りのあるわり算の計算や余りの処理ができる。 【数量や図形についての表現・処理】3
( ) 余りの意味や処理のしかたが分かる。 【数量や図形についての知識・理解】4
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７ 指 導 計 画 ( 全 ７ 時 間 ) ( 【 】 … 研 究 の 視 点 等 ★ … 評 価 の 方 法 ☆ … 評 価 の 観 点 ※ … 支 援 の 手 だ て 等 )
過 程 小 題 材 主 な 学 習 内 容 等 主 な 評 価 の 観 点 ， 方 法 等時 数 学 習 指 導 形 態 等

【 支 援 計 画 表 】○ 前 単 元 の 復 習 ○ プ レ テ ス ト 一 斉 ★ プ レ テ ス ト ，
１ つ か む オ リ エ １ 学 習 計 画 を 立 て る Ｔ Ｔ ☆ 学 習 計 画 を 立 て ， 自 分 の 問 題 と し て。【 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 】

ン テ ー 個 の キ ャ ラ メ ル を ， ４ 個 ず つ 袋 に 入 れ る と ， ４ 個 入 っ ( 個 別 指 導 ) 意 欲 的 に 取 り 組 も う と す る こ と が で き23
見 通 す シ ョ ン た 袋 は 何 袋 で き る で し ょ う か 。 る 。 ( 算 数 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 )

【 算 数 日 記 】( 学 習 の 内 容 面 と 方 法 面 の 見 通 し ) 一 斉 ★ ノ ー ト 発 表 観 察, , ,
学 習 計 画 を 立 て よ う ※ 学 習 計 画 表 ※ 具 体 物 ， 半 具 体 物。
● わ り 算 で で き そ う だ 。 ● 実 際 に 袋 に 分 け て み よ う 。 ※ プ リ ン ト
● ２ ３ ÷ ４ だ と 割 り 切 れ な い よ 。
● 割 ら れ る 数 が 変 わ る と 余 り の 数 も 変 わ っ て く る よ 。 グ ル ー プ ， 個 ☆ 既 習 の 除 法 の 計 算 の 仕 方 を 基 に ， 余

り の あ る 除 法 の 計 算 の し か た を 考 え る
１ 調 べ る ２ 余 り が で る 場 合 の わ り 算 の 計 算 の し か た を 考 え る 。 一 斉 Ｔ Ｔ こ と が で き る 。 ( 数 学 的 な 考 え 方 )

４ ２ ÷ ５ ， ３ ５ ÷ ６ ↓ ★ ノ ー ト 発 表 観 察 ポ ス ト テ ス ト 算【 】主 副 分 担 , , , ,
あ ま り あ ま り の あ る わ り 算 の 計 算 の し か た を 考 え よ う 。 個 → 【 グ ル ー 数 日 記

【 具 体 物 ， 半 具 体 物 】 【 ヒ ン ト カの あ る ● 「 五 九 ４ ５ 」 だ と 多 い し 「 五 八 ４ ０ 」 で は 。 プ 】 ※ ※，
ー ド 【 チ ャ レ ン ジ プ リ ン ト 】わ り 算 ● 分 け る 時 ， 余 り が で る と き も わ り 算 で 立 式 で き る 。 ↓ 】 ※

● 答 え も 九 九 で 求 め る こ と が で き る 。 一 斉 → 個 ☆ 除 法 で は ， 余 り は い つ も 除 数 よ り 小
さ く な る こ と が 分 か る 。

１ 調 べ る ３ 余 り の あ る わ り 算 の 除 数 と 余 り を 調 べ ， 除 数 と 余 り の ( 数 量 に つ い て の 知 識 ・ 理 解 )
, , , ,※ わ る 数 関 係 を 知 る 。 一 斉 Ｔ Ｔ ★ ノ ー ト 発 表 観 察 ポ ス ト テ ス ト

本 と あ ま わ る 数 と あ ま り の 大 き さ に つ い て 調 べ よ う 。 ↓ 算 数 日 記【 】主 副 分 担
【 具 体 物 ， 半 具 体 物 ヒ ン ト カ時 り の 大 ● わ る 数 が ４ の と き ， 余 り は ３ ２ １ ０ の 繰 り 返 し だ 。 個 → グ ル ー プ ※ 】 ※ 【・ ・ ・
ー ド 】 プ リ ン ト 】き さ ● 「 余 り ＜ わ る 数 」 に な っ て い る 。 ↓ ※ 【 チ ャ レ ン ジ

一 斉 → 個
１ 深 め る ４ 余 り の あ る わ り 算 の 問 題 を 解 き ， 除 法 に つ い て の 理 解 ☆ 除 法 の 具 体 的 な 場 面 と 結 び つ け な が

問 題 を 深 め る 。 一 斉 Ｔ Ｔ ら ， 余 り を 正 し く 処 理 す る こ と が で き
あ ま り の あ る わ り 算 の 問 題 を と い た り 作 っ た り し よ う ↓ る 。 ( 数 量 に つ い て の 表 現 ・ 処 理 )， 。 【 】主 副 分 担

個 → グ ル ー プ
１ ま と め る ま と め ５ 既 習 事 項 の ま と め と 自 己 診 断 テ ス ト を す る 。 ＼ 一 斉 → 個 ☆ 除 法 の 意 味 の 理 解 を 深 め ， そ れ を 用

ま と め を し よ う 。 い る こ と が で き る 。
( ) 既 習 事 項 の ま と め 一 斉 Ｔ Ｔ ★ 自 己 診 断 テ ス ト プ リ ン ト1
( ) ※ コ ー ス 選 択 ↓ ★ 支 援 計 画 表2 【 自 己 診 断 テ ス ト 】 主 副 分 担【 】

個 → グ ル ー プ
１ 高 め る コ ー ス ６ コ ー ス に 分 か れ て 「 あ ま り の あ る わ り 算 」 の 習 熟 を 図 る 。 ＼ 一 斉 → 個 《 力 山 コ ー ス 》

力 山 コ ー ス と 虹 の 丘 コ ー ス に 分 か れ て 「 あ ま り の あ る ☆ 余 り の 処 理 の あ る 除 法 問 題 に 取 組 み，
わ り 算 」 の 問 題 に チ ャ レ ン ジ し よ う 。 正 し く 計 算 す る こ と が で き る 。【 習 熟 度 別

【 力 山 コ ー ス 】 学 習 】補 充 的 な 学 習
( ) 余 り の 処 理 の あ る わ り 算 の 問 題 に チ ャ レ ン ジ す る 。 Ｔ １ 虹 の 丘 《 虹 の 丘 コ ー ス 》1
( ) 余 り の あ る わ り 算 の 適 用 問 題 一 斉 → 個 グ ル ☆ 余 り の あ る 除 法 の 式 か ら ２ 種 類 の 問2

発 展 的 な 学 習 ー プ → 一 斉 題 を 作 る こ と が で き る 。【 虹 の 丘 コ ー ス 】
( ) 余 り の あ る わ り 算 の 式 か ら 「 一 つ 分 「 い く つ 分 」 の ２ Ｔ ２ 力 山1 」

種 類 の 問 題 を 作 る 。 一 斉 → 個 → 一
( ) 余 り の あ る わ り 算 の 適 用 問 題 斉2

１ 振 り 返 る テ ス ト ７ 単 元 末 テ ス ト で 自 分 の 実 力 を 振 り 返 る 。 一 斉 ★ 単 元 末 テ ス ト
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８ 本 時 ( ３ ／ ７ )
( ) 目 標1

除 法 で は ， 余 り は い つ も 除 数 よ り 小 さ く な る こ と を 理 解 す る こ と が で き る 【 知 識 ・ 理 解 】。

( ) 実 際 ※ ☆ は 評 価 内 は 評 価 の 観 点 ※ 位 置 は 一 斉 指 導 は 個 別 指 導2 ，【 】

教 師 の 具 体 的 な 働 き か け
過 程 主 な 学 習 活 動 時 間 形 態 Ｔ １ 位 置 Ｔ ２

(分 ) Ｔ １ Ｔ ２

振 り 返 る １ 計 算 タ イ ム に 取 り 組 む 。 ３ 一 斉 ○ ２ 位 数 ÷ １ 位 数 の 既 習 の 計
余 り な し ( ５ 問 ) ， 余 り あ り ( ５ 問 ) 計 算 問 題 に 時 間 を 計 っ て ， 集 中

算 し て 取 り 組 ま せ る こ と で ， 基
つ か む ２ 学 習 課 題 を 受 け 止 め る 。 発 力 礎 と な る 計 算 技 能 の 向 上 を 図

そ れ ぞ れ の 袋 に 入 っ て い る お は じ き を 一 斉 ○ 袋 の 中 に 入 っ て い る お は じ 問 向 る 。
４ 個 ず つ 分 け る と ， そ れ ぞ れ の 袋 の あ ま ５ き の 数 を 知 ら せ る 。 １ つ ず つ し 上 ○ お は じ き を 入 れ た 袋 を 実 際
り は ど う な る で し ょ う 。 立 式 さ せ ， 答 え を 書 か せ る 。 子 の に 提 示 す る こ と で ， 学 習 問 題
８ ÷ ４ ＝ ２ 供 支 に つ い て 意 欲 的 に 考 え ら れ る
９ ÷ ４ ＝ ２ あ ま り １ ○ カ ー ド を 貼 っ て い く こ と の 援 よ う に す る 。
÷ ４ ＝ ２ あ ま り ２ で ， 商 や 余 り の 大 き さ に 着 目 意 を ○ 立 式 が 困 難 な 子 ど も に は ，10
÷ ４ ＝ ２ あ ま り ３ で き る よ う に す る 。 識 行 「 同 じ 数 ず つ 分 け る 」 と い う11
÷ ４ ＝ ？ を う 言 葉 か ら 除 法 の 式 が 成 り 立 つ12
÷ ４ ＝ ？ 焦 こ と に 気 づ か せ る 。13

点
何 個 入 っ て 式 が で き た あ ま り に 化

い る の だ ろ う 。 計 算 し て み よ う 。 気 を 付 け す
よ う 。 る ○ 商 と 余 り の 大 き さ に 気 付 か

あ ま り に き ま り が あ る み た い だ よ 。 な い 子 ど も に は 個 別 指 導 で 割
一 斉 ら れ る 数 を 大 き い 順 に 並 べ 替

見 通 す ３ 学 習 問 題 を 話 し 合 う 。 え ， 学 習 問 題 が 自 分 の も の に
わ る 数 と あ ま り の 大 き さ に は ， ど ん ３ ○ 子 ど も た ち の 考 え や 学 習 計 考 な る よ う に 支 援 す る 。

な き ま り が あ る か 調 べ よ う 。 画 表 を 用 い な が ら ， 学 習 問 題 え
を 焦 点 化 す る 。 方

の ○ 余 り が 除 数 よ り も 多 い か 同
多 支 じ と し て い る 子 ど も に は ブ ロ

，様 援 ッ ク な ど の 半 具 体 物 を 用 い て
○ 見 つ け た き ま り は ， ノ ー ト な さ ら に 分 け ら れ る こ と を つ か

調 べ る ４ ( ２ 位 数 ÷ ４ ) で わ る 数 と 余 り の 大 き さ 個 や 小 黒 板 に 整 理 さ せ て ， み ん 考 ま せ る 。
の き ま り を 考 え る 。 な に 説 明 で き る よ う に す る 。 え 発 ※ ヒ ン ト カ ー ド

深 め る グ ル を 問 ※ ヒ ン ト コ ー ナ ー
わ る 数 は ど れ も ４ だ 。 １ ０ ー プ ○ 意 図 的 な 指 名 を 行 い ， 子 ど 見 や
余 り は １ か ２ か ３ だ 。 も た ち の 考 え を 練 り 上 げ ら れ る 発
余 り の な い も の も あ る よ る よ う に す る 。 表

な
ど

－
５

－
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ま と め る ５ 本 時 の 学 習 の ま と め を す る 。 ５ 一 斉 ○ 出 さ れ た 考 え を わ る 数 と 余 の ☆ 除 法 で は ， 余 り は い つ も 除 数
○ 余 り は ４ ( わ る 数 ) よ り 小 さ い 。 り の 大 き さ に 再 度 焦 点 化 し て 主 補 よ り 小 さ く な る こ と を 理 解 す
○ 割 り 切 れ る の は 余 り が ０ の と き 。 ま と め る 。 発 助 る こ と が で き た か 。

【 】○ 余 り は わ る 数 よ り 小 さ い 数 ( ０ １ ２ 問 知 識 ・ 理 解, ,
３ ） を 繰 り 返 す 。 評 価 方 法 ： ポ ス ト テ ス ト,

個 ○ 学 習 し た こ と が ど の よ う に
高 め る ６ 適 用 す る 。 １ ４ 生 か さ れ る か 意 識 付 け な が ら

( ) 間 違 い さ が し 問 題 に 取 り 組 ま せ る 。 不 合 机 ○ 理 解 が 不 十 分 な 子 ど も に つ1
４ ５ ÷ ６ ＝ ６ あ ま り ９ 十 っ 間 い て は ， 連 携 を 取 り な が ら ，

。５ ５ ÷ ７ ＝ ８ あ ま り １ ポ ス ト ○ 早 く 終 わ っ た 子 ど も に つ い 分 て 指 具 体 物 な ど を 用 い て 支 援 す る
( ) 計 算 問 題 ( 余 り あ り ) テ ス ト て は チ ャ レ ン ジ プ リ ン ト を 用 な 導2

９ ÷ ２ ＝ 意 し ， 計 算 技 能 な ど の 習 熟 を 子 習 を ○ 算 数 日 記 の 本 時 の 観 点 を 示
６ ０ ÷ ７ ＝ 図 る 。 に 熟 し す こ と で 自 分 や 友 達 を 評 価 し

( ) 文 章 問 題 ○ チ ャ レ ン ジ 問 題 の プ リ ン ト 対 の な や す い よ う に す る 。3
個 は 数 種 類 用 意 し て お き ， 子 ど 応 速 が

７ チ ャ レ ン ジ 問 題 に 取 り 組 む 。 も が 自 分 で 選 べ る よ う に し て し い ら
お く 。 て 子 連

い や 携
振 り 返 る ８ 本 時 の 学 習 を 振 り 返 っ て 自 己 ・ 相 互 評 ５ 一 斉 ○ 算 数 日 記 に つ い て は 意 図 的 く を

価 を す る 。 ( 算 数 日 記 ) な 指 名 を 行 う こ と で 「 分 か 取，
る よ う に な っ た 自 分 や で き る り ○ 学 習 計 画 表 を 示 し て 次 の 学

９ 次 時 の 予 告 よ う に な っ た 自 分 ， 分 か ら な 習 へ の 意 欲 化 を 図 る 。
か っ た と こ ろ ， 友 達 の よ さ 」
に 目 を 向 け さ せ る 。

－
６

－




